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＜連絡事項＞

・患者様ミーティングは時間通り始めるようにして下さい。
＜患者様連絡事項＞

・小泉　喜作様～8/17 北病棟へ転出予定となっています。
・鈴木　真知子様～8/17（木）治験評価日となっています。採血、検尿あり。評価に際し朝食後薬のロラゼパムを除剤しています。
・大橋　照子様～食事があまり摂取出来ていない状況のため、本人が好きなものを買い物カードで購入し摂取出来る様に介入していきましょう。
・袴田　将志様～右足の疼痛持続しているため、メコバラミン(500)3Ｔ、ＮＥソフト(200)3Ｃ　6日分処方となっています。歩行状態の観察をして下さい。

・上川原　豊様～本日夕から治験薬が開始となっています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察情報＞

・出河　攻様～コーヒーの飲み方について指導を受けています。多飲とならない様摂取を
観察していきましょう。
・大橋　照子様～主治医には嘔気あるが頑張って食事摂取している事を話されています。顔色不良になった際に輸血を行うことを説明されています。
・續石　啓介様～目のかすみ、涙目を訴えています。涙腺のつまりの可能性あり、ヒアルロン酸ナトリウム点眼液1本処方となっています。
・清水　徹様～診察の声掛けするが易怒的となり診察を拒否しています。主治医をみると笑顔となり穏やかに話しています。その後は自ら診察を受けています。
・中居　松男様～診察中不安定な座り方をしている事や盆踊りを踊る様子見られています。主治医より転倒しないように説明を受けています。本日のvdsよりオランザピンOD錠(5) 1×vds 7日分処方となっています。
・中山　真由美様～他患者様に煙草を盗まれた事を話されています。本人の希望にて継続指示にてレボトミン(5) 2T 1×不調時7日分処方となっています。
・坂本　のり子様～自己中心的な言動目立っています。本日も食事変更を希望していますが食事変更はしていません。主治医よりスタッフの言うことを聞くように説明されています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～プログラムには拒否なく参加されている。プログラム以外は自室で過ごす事多いです。妄想発言はありません。引き続き精神症状の観察、日中の離床を促していきましょう。
・鈴木　真知子様～プログラムには声掛けにて拒否なく参加されています。鼻汁は持続していると話されています。昼食後、頭痛の訴えあり体温：37.2℃。自室でしばらく休むよう伝えています。独語、空笑はありません。
・松永　勘五郎様～治験の評価を行っています。治験薬について拒否みられています。治験薬を剥がす様な事あればパーミロールなどで補強する事や剥がす前にスタッフへ伝える様説明受けています。本人より治験薬貼付部の掻痒感を訴えるが皮膚トラブルはありません。臨時薬ロラゼパム(0.5) 2T 2×朝夕 7日分処方となっています。
・大橋　照子様～朝は眩暈を訴えホールで1/3摂取しています。昼はレストランへ行き1/3以上摂取する事出来ています。歩行時のふらつきは見られていませんが転倒、転落に注意していきましょう。引き続き食事摂取状況、身体症状観察していきましょう。

・泉川　ケイ子様～今朝疼痛訴えボルタレン坐剤1個挿肛しています。日中はリハビリを行っていますが、思うように手が動かない事でリハビリを途中でやめています。また環境について不満を話しています。引き続き疼痛の程度と精神症状の変動を観察していきましょう。杖のレンタルをできるところを探していき、杖を使用しリハビリをすすめていきます。
・工藤　綾子様～プログラムは疼痛を訴え拒否しており、臥床して過ごされています。拒薬はありません。食事は昼食不食していますが補助食品は摂取出来ています。
・袴田　将志様～拒薬はありません。日中は独語や落ち着きなく病棟内歩き回り、歩行時つまずく様子あります。また右足の疼痛を訴えています。引き続き歩行状態観察していきましょう。また多飲水、睡眠状況も観察していきましょう。
・中居　松男様～朝食後薬は介入にて服用されています。食事は昼食2/3以上摂取出来ています。日中は踊りだす事や粗暴的になるなどの気分高揚さみられています。歩行状態や座り方が不安定なため、精神症状観察すると共に転倒・転落に注意していきましょう。
・和田　昌様～昼食後突進歩行目立ち、スタッフの介助にて帰棟されています。歩行状態観察し適宜声掛けして介入していきましょう。
